
自分の声でインターネットにアクセスする「Vポータル」。0570-0033-03
に電話をかけて、インターネット上にある音声コンテンツを、「はい」や「いい
え」という声で操作しながら楽しむというものなのだ。そして、この新しい
サービス「Vポータル」はいままさにインターネット黎明期のような様相を
呈し、さまざまなＶポータル専用コンテンツが生まれようとしているのだ。
ただし、そこは新しいサービス。まだ、誰もどのようなコンテンツがキラー
になるのか、正解をつかめないでいる混沌とした状況だ。ここＶポータル企
画道場では、そのようなカオスの世界にあえて身を投じる、勇気ある“道場破
り”たちを紹介していく。
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大阪の雄、登場！

今回紹介する“道場破り”スーパーステ

ーションは大阪ではちょっとした有名企業

だ。というのも、同社は平成4年の設立当

時から広帯域ネットワーク実験の企画立案

から、CSテレビ放送用番組の制作、イン

パクでの松下電器パビリオン「スマイレニ

アム」の制作、ウェブ上でのコミュニティー

構築まで幅広いメディア上でのデジタルコ

ンテンツ製作を手がけ、確たる実績を挙

げてきたからだ。総務省TAOプロジェクト

から発展したデジタル・ムービー『「天（テ

ィン）」2041年　オキナワの見た夢』の

企画を担当するなど、新しいメディアや技

術を活用したコミュニケーションデザイン

と、そのビジネス化を活発に行っている。

同社がひっさげるＶポータルコンテンツ

は「HOP CLUB」（右ページコールフロー

参照）。これは、Vポータルに電話をするこ

とで、同名のアイドルグループ（右ページ

写真）のプロフィール、日記など、好きなコ

ンテンツが聞けるというものだ。今のとこ

ろ、ストレートなアイドルコンテンツで、こ

れといった特徴もないように思えるが、こ

れには大きな理由がある。

今月の道場破り！

【 スーパーステーション 】

大阪は中之島に城を構える、なにわのベンチャー。官学も巻き込んで
アプリケーションの開発、実証プロジェクトを推進する西の雄だ。ウェ
ブだけでなくCS放送、BS放送などのコンテンツも作っていて、多メディ
ア的な視点からVポータルコンテンツを開発できる点が強力な武器だ！

キレイな取締役
田崎友紀子さん
スーパーステーション、Vポ
ータルプロジェクトの総責
任者。インターネット黎明
期からマルチメディアコン
テンツ、デジタル映像作品
をプロデュースしてきた経
験と、広いネットワークを
活かし、Vポータルに殴り
込む。

期待の若手
中里哲さん
大阪人なのに千葉ロッテ
をこよなく愛する、スーパ
ーステーションの切り込み
隊長。深夜枠の野球中継
とＶポータルを結びつけ
る、彼の個人的趣味に特
化したコンテンツを企画し
ているとか、いないとか。

寡黙なスーパーバイザー
徳岡まきさん
スーパーバイザーなのに
黙っていてはダメでしょうと
思うなかれ。普段は寡黙
でも、頭が回り始めると、
言葉が止まらなくなるのが
特徴。宇宙一の加護亜依
ファンを自称し、スパース
テーションの精神的支柱
（かもしれない）。
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スーパーステーションが手掛ける「HOP CLUB」のコールフロー。スタートメニューで「HOP CLUB」と言うと、５人のメン
バーのうち誰のコンテンツを聞きたいかを選ぶガイダンスが流れる。そこから上記のコールフローにつながり、好きなメン
バーの「ボイス日記」や「スケジュール」「スペシャルメッセージ」が聞けるのだ。今後は、「ボイス日記」などの部分のコンテ
ンツが増えていき、ファン同士の声での「掲示板」など、コミュニティー的要素を追加したいとのことだ。

相澤優奈 真陽（まよ） 和希沙也

「HOP CLUB」

堀朱里 番ことみ

大手芸能プロダクション、ホリプロ
の大阪支社から誕生した５人組のア
イドルユニット。名前の由来は「ホリ
プロ・オオサカ・プロデュース」の頭
文字から採られたそうだ。現在は、
関西を中心にテレビ、ラジオなどで
活躍。ユニットとしてだけでなく、メン
バーひとりひとりが個性を活かして
「ピン」で活躍しているところなどを見
ると、目指すは大阪版モー娘。か？

こんなかわいい子をVポータルで育ててしまうぞ！

とにかくまずはUPする

「まず、ベーシックなものをサービスとし

て公開してみる。そこから、ユーザーの反

応を見ながら、いろんな視点を取り入れ

て、もっともVポータルに適したコンテンツ

とはどんなものかを考えていく予定です」

と語るのはコンテンツソリューションチー

ムの中里哲さんだ。

この意見に呼応するように、同社スーパ

ーバイザーの徳岡まきさんは、「まだ、Vポ

ータル自体が始まったばかりのメディアで

すから、そこでどのようなコンテンツが受

け入れられるのかを考えるにはテレビの視

点、ラジオの視点、雑誌の視点、そしても

ちろんウェブの視点など、さまざまなメディ

アの視点で見ていかなければいけない。

たとえば『ウェブの視点』という一方向から

Vポータルを見てしまうと、せっかく新しい

メディアとして可能性を持っているVポー

タルをオールドメディア、つまりウェブの補

完メディアとしてしか認識できなくなると思

う。いろんな視点でコンテンツを検証する

ためにも“とりあえずベーシックなコンテン

ツを公開してみる”意味は大きいですね」

と説明してくれた。

Vポータルコンテンツは、人件費などを

除けば、特に新しい設備投資をする必要

もなく、きわめて低コストで制作できるとい

う特徴を持っている。課金のシステムにつ

いても、いちから構築しなくてもすでに「通

話料金からのキックバック」という形でシス

テムができているのだ。これも、“とりあえ

ずコンテンツを公開してみる”ということ

の助けにもなっている。

スーパーステーションはこれまでも多メ

ディア上でデジタルコンテンツを制作して

きた。つまり、その多メディア的視点から

新しいメディアであるVポータルに殴りこ

めるという点が、同社の持っている最大の

武器なのだ。

目指すは“アイドルOS”

では、その多メディア的視点を駆使して、

「HOP CLUB」はどのようなコンテンツに

変化していき、Vポータルならではのもの
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（左）これが道場破りのオフィスだ。Vポータルコン
テンツを作っているからといって、特に特種な機材
などはないのだ。
（上）スーパーステーションはVポータルだけでなく、
さまざまなデジタルコンテンツを手掛けている。
kwww.superstation.co.jp

になるのだろうか。スーパーバイザーの徳

岡まきさんは「まず、オープンソースOSと

してのアイドルを作るコンテンツにしたい」

と語る。「そのOSとしてのアイドルをファン

がVポータルを通して、自分でカスタマイ

ズしていくようなコンテンツだと良いです

ね。Vポータルはそういう“育てる系”のコ

ンテンツには向いているメディアだと思い

ますよ」。

さらに、取締役の田崎友紀子さんは「声

のメディアだから、とにかく“生”な感覚を

コンテンツ上で出したい。そのためには、

スタジオで録音というよりも、ライブの楽

屋で録音したりしてもいいなと思っていま

す。さらに、その楽屋での“声”と、ファン

が録音した応援の“声”を連携させて、コ

ミュニティーを作っていく。そして、そのコ

ミュニティー自体がコンテンツになってい

Vポータルの世界に殴り込んでいる“道

場破り”たちから、我々インターネットマガ

ジンが制作しているVポータルコンテンツ

「自分育てゲーム」に活かせるアイデアをパ

クろう……、いや、もとい勉強させてもらお

うというこのコーナー。今月はNTTコミュニ

ケーションズ技術部荒井がお送りします。ち

なみにワシが誰だかわからない人は先月号

までの「Vポータル企画道場を読んでくれ。

さて、今回の道場破り、スーパーステー

ションの最大の武器は、なんといってもい

ろんなメディアでコンテンツを開発してきた

という“経験”じゃな。我々のコンテンツは、

もしかしたら“雑誌”の視点からしかアイデ

アを出せていないのではないか？ という

ことは、いろんなメディアにかかわる人たち

を制作に巻き込むことが重要じゃな。

実は、スーパーステーション取締役の田

崎さんは大阪デジタル業界ではちょっとした

“顔”で、御堂筋のように長く広いネットワー

クを持っている。我々も、インターネットマ

ガジンが培ったネットワークを活かして異業

種の人を巻き込みたいものじゃ。

ただし、“育てる”というコンテンツのキー

ワードは共通している。この方向性は維持

していこうぞ、皆のモノ！

くというようなコンテンツになるといいで

すね」と言い、コンテンツの自己増殖も、

Vポータルコンテンツを作るうえで絶対条

件だと説明した。

スーパーステーションのVポータルへの

挑戦は始まったばかり。まずベーシックな

コンテンツを公開して、試行錯誤をしなが

らも、Vポータルに最適なコンテンツを作

っていくというスタイルが、キラーコンテン

ツへの最短の道なのかもしれない。
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新しいメディアVポータル。現在、このメディアに殴り込んでいるコンテンツプロバイダー
が続々と表れている。このコーナーでは、新しく登場した“道場破り”たちを紹介していくの
で、0570-0033-03に電話をして、彼らの活躍を聞いてみよう。電話をかけてスタートメ
ニューと聞こえたら、ここで紹介したコンテンツ名を電話に向かって叫ぶのだ！

続々道場破り中！

10月25日に、CDデビューを

はたしたアイドル、長谷川恵美

さんをフィーチャーしたコンテ

ンツ。もともとはVポータルの

「アイドルチャンネル」のひとつ

としてオープンしていたが、人

気が高くアクセス数も多いの

で、現在は独立したひとつのコ

ンテンツとして楽しめるように

なっているのだ。この「恵美っ

ちルーム」では、長谷川恵美さ

んのプロフィールやメッセージ

が聞けるだけでなく、ゲームで

勝つとアイドルからプレゼント

がもらえたりもする。

おもしろいのは、コンテンツ

［ 長谷川恵美の「恵美っちルーム」］

にアクセスするほど、長谷川恵

美さんのポイントがアップする

ところ。「アイドルチャンネル」

のアイドルの中でどれぐらいア

クセスされているかというラン

キングをウェブで見られる。

私たちが提供しています。
「恵美っち」ルームは所属事務所のゴーイ
ングが提供している。握手会やイベント
など最新情報はVポータルでゲットしよう。

アップルコンピュータなどのホ

ームページ制作から、インターネ

ットビジネスの総合プロデュース

などを手掛ける会社、テクノピア

が手掛けるVポータルコンテン

ツ。

［ まるままよゐこ ］

人気お笑いタレント「よゐこ」

のふたりが、ラジオ番組のような

感覚でコンテンツを喋りまくる

「電話で聞けるラジオ」だ。

自称“お笑い界のオシャレナ

ンバー１”よゐこの濱口優が気に

なるファッションに付いて語る

「オシャレ泥棒」や、合コン王、

濱口による合コンのしかたレク

チャーコンテンツ「合コン指南」

などがリスナーとのやり取りを交

えて進んでいく。一方、相方の

有野晋哉は、自分の部屋で野菜

を育てて、自給自足していく様を

Vポータルにて公開している。や

っぱりこの人、地味だ。

私たちが作ってます。
「まるままよゐこ」の制作、提供を担当して
いるテクノピアはインターネットビジネスで
のマーケティングを主に手掛けている。

Vポータルの中でも一風変わ

ったコンテンツがこの「Mobile

Sound」だ。

このコンテンツを利用するに

はまず携帯電話で「Mob i l e

Sound」を提供するアクセルの

携帯電話用ホームページにアク

セスし、そこから聞きたい音楽な

どのコンテンツを選ぶと、電話

が自動的にVポータルへダイア

ルして、Vポータルの音楽データ

ベースから、選んだコンテンツが

音声で流れて来るというサービ

スだ。

もちろん、聞けるコンテンツは

音楽だけでなく、メッセージなど

［ Mobile Sound ］

もあり、たとえば音声による“掲

示板”といった形の使い方も見

えてくる。このように、Vポータル

は情報発信だけでなくコミュニケ

ーションのプラットフォームとして

も使われるのだ。

私たちが作ってます。
「Mobile Sound」を提供するアクセルの
開発者たち。アクセルは主に中小企業の
情報化ネットワーク開発を担当してきた。

11月中にオープン予定のコン

テンツが「釣りナビ」と「ポケット

ミステリー」だ。

開発担当は岩手県盛岡市に

居を構える会社、四次元。岩手

県ということで、「釣りナビ」では

［「釣りナビ」「ポケットミステリー」］

東北地方の釣り場情報などを週

１回のペースで提供していく。

「ポケットミステリー」は東北だか

らかどうかはわからないが、心霊

体験談やホラーストーリーが聞け

るコンテンツだ。

このほか四次元では東北地

方の温泉ガイド、食べ歩きガイド

など地元密着型のコンテンツを、

今後続 と々提供していく予定。V

ポータルは開発コストがほとんど

ゼロに等しいので、地方の比較

的小規模な企業でもすぐにコン

テンツを用意できるのも魅力。

この点を活かしたVポータルコン

テンツになっている。

私たちが作ってます。
岩手は盛岡の会社、四次元。設立は
2001年とまだ若い会社だ。主にホームペ
ージ制作などを手掛けている。
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